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１月２３日（金）放課後、図書委員会主催の

「百人一首かるた大会」が開催されました。１

年生から３年生が、個人戦に６名、団体戦に

１２チームが出場しました。最初は一枚の札

を取るのにも苦労している様子でしたが、読

まれる札を真剣な眼差しで探し、素早く取る

姿が見られ、静かな中にも熱い戦いが繰り

広げられました。

「献身」「窮理」「力行」の三徳を至誠をもって貫く
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１1月24日（土）～28日（水）に第78回宮城県高等学校美術展が、せんだいメディアテークにて開催されました。
本校からは美術部の14名が出品し、審査の結果、４名の作品が優秀賞を受賞しました。その中で、大場朱璃さん
(2年)の作品が、全523作品の中から県代表作品として、令和8年7月に秋田県で開催される第50回全国高等
学校総合文化祭（あきた総文2026）の美術・工芸部門への出品が決定しました。

「その目に映るのは」
畠山莉緒（１年） 優秀賞

◆ 第７８回 宮城県高校美術展 入賞作品 ◆

◆ 冬の風物詩「百人一首かるた大会」開催 ◆

◆皆で課題を解決しよう！「１・２学年探究発表会」開催◆

地域やグローバルな課題について、地域の事業所や登米市役所などに出

向いて聴き取りやアンケート調査を行い、ポスターにまとめ発表しました。

岩ヶ崎高、石巻好文館高の生徒の皆さんにも発表していただきました。また、

登米市職員やフィールドワークでお世話になった事業所の方々、保護者など、

たくさんの方々に発表をご覧いただきました。

参観された皆さんからは「授業の枠を超えて答えを見つけるという本質的

なものが感じられた」「高校生ならではのテーマ設定や研究内容を聴くこと

により、職場からは普段出ることのないような忌憚ない意見を聴くことがで

きた」「どの班も、身近な課題や社会的な課題に目を向け、しっかりと問題意

識をもって探究に取り組めていた」といったコメントをいただきました。ご協

力くださった皆様、ご来場いただいた皆様、大変ありがとうございました。

「永久の翼」
門脇結衣（１年） 優秀賞

「実り朽ちて」
菅原悠（２年） 優秀賞

「咲子、恋のゆくえ」
大場朱璃（２年） 優秀賞

（あきた総文出品）
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